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研究主題設定の理由

「一人一人の児童の心に響 く道徳授業」

○ 研究 主題 につ いて

最近 の子 ど もは,知 識 が豊富で,明 るく率直 な ところが ある反面,社 会性 の未発達,自 律 心

の欠如,規 範意 識の低 さ と言 った問題点 も多 い。 そのため,子 ど もの言動 に教師が驚 いた り戸

惑 った りす るこ とが多 々あ る。 また,学 級で の人間関係が原因で学級が荒れ た り,い じめや不

登校 に発展 した りす るこ ともある。 このよ うな子 ど もの変化 は,社 会の急激 な変化 に対す る子

ど もの反 応で あ り,感 情 の表 れで はないか と考 え られる。今,学 校教育 には,社 会 がいかに変

化 しよ うと,二 十一 世紀 とい う将来 を自分 らしくた くま しく生 きぬ いて い く子 ど もたちを育 て

ることが求 あ られて いる。

平成八年 の中央教育審議会第一次答 申で は,一 人一人 に生 きる力を育 て るための核 とな る豊

か な人 間性 を育 む教育 の重要性が提言 された。 また,新 学習指導要領で も人間 らしい心 を育 て

る道徳教 育 の充実,と りわけ子 どもたち一人一人 の心が動 き,響 き合 う道徳 の授業 の工夫 が強

調 されて いる。

しか しなが ら,道 徳 の授業 の現状 は形骸化,マ ンネ リ化 し,子 ど もたちの心 に響 かない もの

にな って いる と指摘 され ることも少 な くない。 そのため,道 徳 の授業 を楽 しくない ・あ まり楽

しくな いと感 じてい る子 どもたちの割合 は,高 学年 にな る程増 えてい く。 その理 由を子 どもた

ち は,rい っ も同 じような授 業だか ら」 とか,「 本 当に こん な ことが あるのか」等 の授業 の内容

への不 満 と して挙 げてい る。 だか らこそ教 師 は,子 どもたちの心 の内面 に響 き,自 らが 自分 な

りの生 き方 を探求 していけ るよ うな,道 徳 の授業 の改善 に努力 していか なければな らな い。

そ こで,道 徳部会 では,子 ども一人一人 の心 に働 きかけ,よ りよい生 き方 を見 っ け られ る 自

分,自 信 を もって生 きていけ る自分 に気づ かせ る授業 を創造 してい こうと考 え,主 題 を 『一人

一人 の児童 の心 に響 く道徳授業』 と設定 し,研 究 を進 めてい くことに した。特 に,研 究主 題 の

「心 に響 く」 とは,子 ど もが 自分な りに自分 自身を見っめ,考 え ることで,心 が動 き,将 来 を

よ りよ く生 きてい こうと感 じとれ ることとと らえた。っ ま り,よ りよ く生 きたい という人間 が

本来有 す る心 を育 てる授業 を創造 してい くことで,子 どもたちの心 に響 き,自 立的な人間が育 っ

てい くと考 えたのであ る。

この よ うな考 えの下,道 徳 の指導 内容 の4っ の視点 か ら分科会 を構成 し,次 の ように分科 会

毎 の研 究主 題 を設定 し,各 分科会 ごとの視点 を通 して,研 究主題 に迫 ることと した。

第1分 科会 「自分 らしさを大切 に し,よ りよ く生 きよ うとす る心 を育 て る指導 の工 夫」

第2分 科会 「互 いに認 め合 い,よ りよ くかかわろ うとす る心 を育 て る指導 の工 夫」

第3分 科会 「生命 を大切 にす る心 を育 て る指導 の工夫」

第4分 科会 「人 とのかかわ りを大切 に し,郷 土 を愛 す る心 を育 て る指導 の工 夫」
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1自 分 ら しさを大切 に し,よ りよ く生 きよ うとする心 を育 てる指導 の工夫(第1分 科 会)

1分 科会 テーマ設 定の理 由

「終 わ ってか ら,ど う して もっとがんばれなか ったんだろ うとい うレースは した くなか った

し……。 は じあて 自分 で 自分 を ほめたい と思 います。」

ア トラ ンタオ リンピックの女子 マ ラソンの有森裕子 さん の言葉 は,レ ース中の姿 と共 に今 だ

に多 くの人 々の心 に残 ってい る。 自分へ の肯定感 を表 した この言葉 は,が ん ば った 自分 に満足

し,自 分 自身 をほあ,自 分 に 自信 を もっ ことか ら,さ らに,前 向 きによ りよ く生 きよ うとす る

意欲 を生 み出 している と考 え られる。

著 しく経済成長 を とげた我 が国 は情報化が進 み,物 質的 には豊か になった ものの,心 のゆ と

りのな い世 の中 とな り,大 人社会 のモ ラル も低下 している。 この よ うな社会 の中で,自 分 に自

信 が もてず,消 極的 にな った り,自 己表現がで きなか った りして,教 室 に自分 の居場所 を見 い

だせ な い児童 も見 られ る。

だか らこそ,道 徳教育 においては,様 々なか かわ りの中 にある自分を深 く見っ あ,自 分 ら し

さを大切 に し,あ るがままの自分 の存在価値 を自覚 しなが ら,人 間 と しての望 ましい在 り方 や,

生 き方 を追 求 してい くことが重要 とな る。

そのたあ には,指 導過程 や指導方法 を工夫す る とともに,保 護 者や地 域 の人 々など,児 童 の

身近 な存 在で ある大人 と共 に考 えた り,語 って もらった りす ることが大 切で ある。 その ことを

通 して,一 人一 人 の児童 の心 に響 く道徳授業 を展開 して い くことが,「 自分 ら しさを大 切 に し,

よ りよ く生 きよ うとす る心 を育て る」 と考え た。

そ こで,第1分 科会で は21世 紀 を生 きる児童が,こ れか らの長 い人生 を 自分 らしさを失 わず

に生 きて い くためには,新 しい自分 との出会 いを信 じ,自 分 に自信が もて る児童 を育 てる こと

が大切 であ ると考え,本 主題 を設定 した。

2児 童 の実態調査 ・分析

(1》 調査 目的

自分 自身 の ことに関す る児童 の意識や行動 の傾向を把握 し,指 導 の工夫 に役立 て る。

(2)調 査方 法

都 内6校 の児 童,第1学 年 か ら第6学 年 の合計652名 を対 象 に して,自 由記述 を含 む選択

肢法 によ る質 問紙調査 を行 った。 内容 は全学年共通 と した。

(3》 結果 と考察

設 問1:あ なたは,自 分 のよいと ころを言 えますか。

(単位名・%)低 学年 はよさと して 自分 自身 の得 意 な

020406080100こ とを挙 げ る傾 向 にあ り
,高 学年 にな る

雌 団 翅 覆 國 翻 口は・ と,他 の人への奉仕的なものや対社会的
1'zい いえ

2年 生423

・年生一
・牲団 躍羅翻霧
・年生団 躍翻
,牲E壷 ≡コ躍露闘翅 翻

な行為が増 えて くる。

自分の よい ところが言 えな い理 由 と し

て は,全 学年 を通 して 「自分 のよい と こ

ろは知 ってい るが他人 に話 すの ははず か

しい」 が多い。 また 「自分の よい ところ

が分か らな い」 も多 い。
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設 問2:あ なたは自分 の考 えと友達 の考えが違 うとき,

1年 生

0 20

42.9

40

(単位名:%)

6080100

57.1

2年 生 73.5 26.5

・年生一
・年生E≡一
・年 生//////////////////////」

口 はい

閉 いいえ い 。

6年 生 78.4 21.6

自分の考えを言え ますか。

自分 の考 えが言 えない理 由 として は,

「はずか しい」 「自信が ない」 や,相 手 と

の関係悪化 を懸念 して言 えない場 合が多

低学年 は,主 に 「はずか しい」 ために

自分 の考 えを言 えない傾 向が強 いが,高

学年 で は,相 手か ら言 い返 され ることを

恐 れ る傾 向が見 られ る。 しか し一方 で,

「自分 の考え は自分 の考 え」 と認 め て発

言 で きるよ うにな る傾 向 も見 られ る。

設 問3:あ な た は 困難 な こ とが あ った 時,最 後 まで や りぬ く ことが で き ま した か。

(単位名:%)全 学 年 を通 して,困 難 な課 題 を や り遂

020406080100げ た経 験 が あ る と考 え る児 童 が 多 い。

1年生_□ はい その内容としては,学習面や生活面に

、年生ヒ ≡ 壼 翅 翅いいえおいて教師や親から提示された課題につ

・年生〔 三 三一

・年生一
・年 生����,,,,,,,,,,,,,,>ii�i

、年生E一
設 問4:あ な た は,

いての取 り組 みが多 く,趣 味や習 い事 な

ど自分 がや りたい ことに関 して はあま り

困難 だ と感 じていない と考 え られ る。 し

か し,高 学年 にな るにっれて 自分 な りに

課題 を決 あ,そ れに対 してあ き らめない

で取 り組 む傾 向が出て くる。

自分の よいと思 った ことを行動に移 した ことが あ りますか。

020

1年生〔三 三 三 一

・年生ヒ≡ivmivom,.,vq%

・年生E≡ ≡77三 耀 翅

(単 位 名:%)

406080100

[コ は し

・年生E-
・年生E≡iε 醒霧
6年 生 61.4 38.6

「自分 のよいと思 った こ と」 と して,

低学年 で は学習 や趣 味な ど自分 自身 にか

かわ ることや友達 にかかわ る内容が多 い

'え が ,学 年 が上 が るに っ れ,対 社 会 的 ・奉

仕 的な内容 が多 くな る。

反面,「 いいえ」 の意見 の中で は,「 面

倒 くさい」 な ど他 者 とのかかわ りを避 け

た り,「 よい子ぶ る ・余計 なお世話 」 な

ど関係悪化 を懸念 して、で きない とい う

傾向 も見 られ る。

(4)全 体 を通 して

数 値 と して の学年間 の違 いはあま り見 られ なか ったが,自 由記述 の内容か ら,低 学年 は 自分

の外面 的 な行為 を評価 して設問 に答 え,高 学年 は自分 の内面的 な心 の動 きを評価 して設 問 に答

え る傾向が見 られた。 また,半 数近 い児童が 「自分 のよさを表現で きない,分 か らない」状 態

にあ る。 これ らの ことか ら,道 徳 の授業 において 自己理解 を明確 に し,あ るがままの 自分 の存

在 価値 を自覚す ることが児童 に とって大切 であ り,さ らに発達段階 を考慮 した指導 の工 夫をす

ることが重要 であ ると考 え る。
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3「 自分 ら しさを大切 に し,よ りよ く生 きよ うとす る心」 を育て る指導の工夫

(1)本 分科会 で は,「 自分 らしさを大切 にす る心」 を次 のよ うにと らえた。

○ 「自分 ら しさを大切 にす る心」 とは

自△ らしさの失現

新

し

い
自

分

と

の

会

い
を

求
あ

る

心

信

を

心

分

の

考

を

て

心に饗く授業
・表現活動(ワークシート)の工夫

・身近な大人の参加を得る工夫'

・保護者 の協 力を得る工 夫

自

分

の

弱

さ

を

受

れ

心

の

に

心

・かけがえのない自分(自 尊感情)

・あるがままの 自分(自 分への肯定感)

一人しかいない自分

集団や社会と

のかかわり

自然や
崇高なものと

のかかわ り

他の人とのか

かわり
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(2)指 導 の工 夫 にっ い て

自 分 り し さ の 実

v
一 人 一 人 の心 に響 く道 徳 授 業 を通 して

表 現 活 動(ワ ー ク シ ー ト)の 工 夫

◎確かな自己理解を図る

展 開後 段 の 自己 を振 り返 え る場 面 で,書 く とい う表 現 活 動 を と りい れ,

自分 自身 を しっか り と見 っ め させ る。

児童 に と って 書 きや す い ワ ー ク シ ー トを考 え る。

身 近 な 大 人 の 参 加 を 得 る 工 夫

◎道徳的価値の自覚を深ある

児 童 が,道 徳 的 価 値 に夢 を もて る よ うにす るた め に は,教 師 だ け で は な

くよ り多 くの大 人 の生 き方 を 学 ぶ ことが有 効。

直 接 保 護 者,地 域 の方,担 任 以 外 の教 職 員,

{
児 童 の 知 っ て い る 人 物 等

間 接 … ヒ テ オ,CD,テ ー プ 等v

保 護 者 の 協 力 を 得 る 工 夫

◎道徳的価値を広げる

道徳 の授業 で学習 した ことが,日 常生活で生か され るよ うにす るため に は,

家庭 との連携 も大切 な要因 とな る。 そ のた めに も,児 童 が学 ん だ こ とを保 護

者 に も知 らせ,共 に考 えてい くことが必要。

ワー クシー トに家庭(保 護者)か らの言葉 の欄 を設 ける。

4実 践事例(第5学 年)

(1)主 題名 自分の特徴 を知 り,長 所を伸 ばそ う1-(6)

資料名 明 の長所(光 文書院)

(2)ね らい 自分 を知 り,自 分 の長所 を伸 ば して いこうとす る気持 ちを育 て る。

(3)分 科会 テ ーマとの関連
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① 展開後段 で…

・確 かな 自己理解を図 り 「自分 らしさ」 を考え るた あに,書 く活動 を取 り入れ る。

・事前 に書 いて おいた友達か らの手紙 を読 む ことで,新 しい自分 を発見 させ る。

② 終末 で…子 ど もたちの身近 な存在 としての地域の方 の話を聞 くこ とで,心 に響 くまとめ

をす る。

③ 事 後 に… 自分 の書 いた ワー クシー トに家庭 か らの言葉 を もらい,本 授業 の価値の定着 や

広 が りを図 る。

(4)展 開

学習活動 主な発問 と児童の反応 支 援

1自 分 の特 ○ 自分 の よ い と ころ,気 に な って い る と こ ろ は
・自分 の特徴 を思 い

導
徴を発表す どん な と こ ろで し ょう。 浮かべ,資 料へ の関

入
る 。

・サ ッカ ー が得 意 ・誰 とで も仲 良 くで き る 心 を もたせ る。

2資 料 「明 ○ や す子 は 明 を,ど う思 って い たで し ょ う。
・表面 的に明をみ て

展 の長 所」 を ・ふ ざ け て 困 る ・か らか うの で嫌 い た ことを お さえ る。

読 み,話 し ◎ 明を思 い返 しなが ら,や す子 が考 えた事 は?
・誰 にで もそ の 人 ら

開 合 う 。
・明 は 自分 の よ い と こ ろ に気 付 い て い るか な しい よ さが あ る こ と

・明 の 良 い と ころを 知 らせ て あ げ た い に気 付 か せ る。

前 ○やす子 は明 の作文を書 きおわ った後,自 分 に
・自分 ら しさ を知 る

っ い て どん な こ とを考 え た で し ょ う。 大切 さに目を向け さ

段 ・わ た し ら しさ って,何 か な せ る 。

・明 は ,わ た しを ど う思 って い るの か な

3自 分 を振 ○ 自分 ら しい と思 う所 は,ど んな所ですか。
・ ワ ー ク シ ー ト に 書

展
り返 り,自 ・友達 を笑 わせた り して楽 しく過 ごせ る所 く こ とで 自分 を し っ

開

後
分 らしさに

っ いて考 え

・どん な こ とで もあ き らめ な い所

○ 友 達 の手 紙 を読 ん で,ど う思 い ま した か。

か り見 っ め させ る。

・自分 ら しさ を再 発

段
る 。

・自分 に もこん な所 が あ っ たの か 見 させ る。

終 4地 域 の方 ○ 自分 らしく生 きている地域 の方を紹介 します。
・自分 ら し く伸 び る

末 の話 を聞 く 意欲 を もたせ る。
1

(5)考 察

・展開後段 で十分 な時間を確保 し,書 くとい う活動 を取 り入 れ,自 分 を しっか り見っ めさせ

た ことは,自 分 らしさに気付 かせ る上 で役立 った。

・展開後段 で事前 に書 いた手紙 を交換 し合 った ことと終末 での地域 の方 の話 は,子 ど もた ち

の心 を十分 に動か した。

・授業 で家庭 や地域 との連携 を図 ってい くために も,授 業だ けで はな く年間 を通 して 日頃 か

ら交流 を もっ ことが今後 の課題 であ る。

・地域 の方 にね らいに沿 った話 を して も らえた ことが,子 ど もたちの心 を動 かす ことに結 び

付 いたが,ね らい とす る話 を して も らえ る地域 の方 を見っ け ることが,難 しか った。
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II互 い に認 め合 い,よ りよ くかかわ ろうとす る心 を育て る指導の工 夫(第2分 科会)

1分 科 会 テー マ設定 の理 由

物質 的 に恵 まれ,情 報化 や高齢化 ・少子化が進 む現在の社 会の中で,児 童の人間関係 に も変

化が見 られ るよ うにな って きた。集団 の中で 自分 を表現で きな い子 や友達 とうま くかかわ れな

い子が増 えたの は,他 の人 と自分 との違 いを否定的 に見た り,い やな ことはさけた りす るな ど,

他 の人 とのかかわ りが希薄 になった ためであ ると考え る。

しか し,人 間 は,人 とかかわ ることな くして生 きてい くことはで きない ものであ り,本 来,

他の人 とよ りよ くかかわ りたいと願 って いる。主体 的で豊 かなかかわ りか ら生 まれ るよりよい

人 間関係 をっ くることは,児 童 の成長 にとって不可欠 であ る。 そ して,よ りよい人 間関係 をっ

くって い くためには,一 人一人 の心 を豊 かにす ることが大切 であ ると考 える。 いろいろな こ と

に感 動す る心 や,自 分 と同 じよ うに他 の人 を認 め受容す る心,思 いや りの心 な ど,豊 かな心 を

もっ ことで,児 童 は,自 分 を確 かな もの として受 け とあ,相 互理解 を深 める ことがで きる。 こ

のよ うなよ りよい人 間関係 をつ くってい くたあに指導 を工夫 してい くことが,児 童 の心 をゆ さ

ぶ り 「一 人一人 の心 に響 く道徳授業』 となる と考 える。

第2分 科 会で は,分 科会主題 として,視 点2と のかかわ りか ら,「 互 い に認 め合 い,よ りよ

くか かわ ろ うとす る心 を育 てる指導 の工夫」 と設定 した。 すべての児童 は,周 囲の人 に 「認 あ

られた い」 とい う欲求 を もっている。 そ して,認 め られ ることで心 が安 定 し,自 信を もって意

欲的 に行動 で きる。互 いの違 いを認 め,受 け入 れた り,相 手の よさを 自分の生 き方 に取 り入 れ

た りす ることで,人 と し、て の生 き方 を高 めることがで きると考えた。

2実 態調査 ・分 析 調査 日:平 成11年7月

(1)調 査 目的:友 達 や他の人を どの よ うに意 識 して いるか,ま た どのよ うにかかわ っているか,

その実態 をっ かみ,研 究 の資料 と して役立 て る。

(2>方 法:調 査対象 は,都 内6小 学校1～6年2 ,293人。

選択肢 に よる質問紙 法を用い,設 問1は 設問 の難度 を考 えて3～6年,設 問2は,

全学年 を対象 として調査 した。

(3)結 果 と考察

設 問1友 達の考 えがあ なたとちが っていたとき,あ な たはとう しますか。(3～6年)

学
年

6年

5年

4年

3年

0%20%40%60%80%100%

■ ア.

■ イ.

ロ ウ

■ エ

ロ オ

r

ア.自 分の考え を通す

イ。友達 の考 え に合わせ る

ウ.話 し合 って決め る

エ.友 達 の考 え は認 め るが,

自分 は従 わな い

オ,そ の他
L

「

ることか ら,友 達 と積極 的にかかわ りを もとうとしている ことが分 か る。 しか し,「 イ .

の考 え に合わせ る』 が,ど の学年 も20%前 後 と比較的多 く,友 達 に自分 の考 えを言 えな い児童

J

『ウ.話 し合 って 決 め る』

が ど の学 年 も60%ぐ らい で あ

友 達
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が少 な くな い こ とが 分 か った。 ま た,『 ア,自 分 の 考 え を通 す』 「エ,友 達 の考 え は認 め るが,

自分 は従 わ な い』 が,学 年 が 上 が る につ れて 減 っ て い る。 この ことか ら,児 童 は トラ ブル を 避

け,無 難 に人 間 関 係 をつ くろ う と して い る こ とが推 察 され る。

設 問2困 った人 を見 た時,あ なたはどう しますか。

年

年

年

年

年

年

1

2

3

4

5

6

年

年

年

年

年

年

1

2

3

4

5

6

困 った 人 を見 た時 ど うす る 友 達
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1.ノ
65 ・・34J…購 司
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0100

E===】 アすぐ馳け手伝う

[===]イ 声をかけるだけ

[====]ウ気になるカ1見る
733ロ エ特に打もしない

[巫 工]オ頼れたら手伝う

E=コ カ そ の 他

困 った人 を見 た 時 ど うす る小 さ い子

(覧)
02040

圏

iz

1 ll

86412U
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　・礁121
el '2

.!… …瑚

55 16 iolsli

ヌ
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卜 回 ・蘇ll

6080100

[===]ア すぐ助け手伝う

[===]イ 声をかけるだけ

[===]ウ 気になるが見る
7473[=====]工 特に釘もしない

匠コ正]オ 頼れたら手伝う

[三1力 そ の 他

年

年

年

年

年

年

1

2

3

4

5

6

年

年

年

年

年

年

1

2

3

4

5

6

困 っ た人 を 見 た 時 ど うす る 家族

azoaoso

1

一

I

BB
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-1;撫 ……il

一

80 …1熊 耀1}
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、
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lll
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i

困 っ た人 を 見 た時 ど うす る

0204060

(%)

601DD

[===】 アすぐ題け手伝う

[===1イ 声をかけるだけ

[===]ウ 気になるが見る
2ロ エ特にAもしない

圃 オ奮れたら手伝う

〔=]力 そ の 他

お 年 寄

p61

80100

_Ill

・・'・'・ ノ≒1……[・::・…覇

5611016 5 li5;1:q

一

51 8110 ・〕照,… ……

St 冒71置 ,'即融
'

48112111 5 舗:・…・1

fB101]5

………:・:,:…,…嵐

[二二]アすぐ助け手伝う

[===1イ 声をかけるだけ

ロ ウ気になるが見る

[二二二〕工特に何もしない

匿1■]オ嚢れたら手伝う

[コ カ そ の 他

どの学年 で も,友 達 と家族 に関 しては,困 っていた らす ぐに助 けよ うと してい ることがわ か

る。 しか し,小 さい子,お 年寄 りへ の積極的 なかか わ り方が高学年 にな るにっ れ,少 な くな っ

て きてい る。小 さい子や お年寄 りへ のふ れあいを増 やす とともに,よ りよいかかわ りが もて る

よ うな指導 を工 夫す る必要性 を感 じた。

(4)全 体 を通 して

今回 の調査 か ら児童 は自分 の周 りの人 と,自 分か ら積 極的 にかかわ りを もとうとしてい る こ

とが分か った。特 に,自 分 の近 くにいる友 達 に対 して,か か わ りを求 めて いる ことが分 か る。

しか し,一 部で はあ るが,自 分 の考えを友 達 にぶつ ける事 はせず,ト ラブルを避 けよ うとす る

傾向 も推察 された。 また,友 達 や家族以 外の人へのかかわ り方 は,学 年 が上 が るに したが い,

消極的 にな ってい くこと も分 か った。 これ らの ことか ら,友 達,家 族 や より広い範囲の人達 と,

よ りよ くかか わろ うとす る心情 や態度を育て る重要性を感 じた。

そ こで,第2分 科 会で は,様 々な体験を通 して児童の心 をゆさぶ り,道 徳 の授業で,互 いの

かか わ りを深 めて い く工夫 を して い くことが必要で はな いか と考え た。
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3様 々な体験 を生 か した指導 の工夫

第2分 科会で は,様 々な体験 を,

日常体験(無 意図的体験)… 児童が 日々生活す る中で得 る体験

道 徳性 を育 む体験(意 図的 ・計画的体験)… 道徳の時間 と関連付 けた他教科

での体験

道徳の時間 の多様 な活動(体 験)… 道徳 の授業 の中に取 り入れ た体験

様 々 な 体 験 を 生 か し た 指 導 の 工 夫

と,と ら

え た 。

よりよく

かかわろうとする
道徳的実践力 互い1こ

道
種

を
育
む
体
験
(意
図
的
一計
画
的
体
験
)
羅

柳
編

藻

鰐

鋤合う

」に♪の

ゆ さ.j:り

〈

田
川

鰯
者

ユ
伯

に

料

・心

逸
貝

積

み

重

ね

る

自他
の考えを尊重

する話 し
合い活動

心に響 く道徳授業

学習鵬

の工夫

道徳的価値について考
え、自分の在 り方や生
き方を見つめる

補充・深化・統合

心

の

ゆ

さ

ぶ

り

極 り

事前・事後

の工夫

日常体験
(無意図的体験)

児童が日々 生活する中で得る体験

道
徳
の
時
間
の
多
様
な
活
勲

体
験
)
雅

趨

牒
解

。

これ らの体験 によ って,児 童 の心 をゆ さぶ り,道 徳 の時間 に補充 ・深化 ・統合 し,児 童 の心

に響 く道 徳授業 を行 うための指導 の工夫 として,次 の3点 を考え た。
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一 心に響く資料活用の工夫 一　一一　一一　
「

●児童の身近 な問題 を取 り上 げ,振 り返 りやす くす る。

・身近 な場面設定 ・親 しみやすい登場人物 ・体験 を生か した資料 ・自作 の資料

●考 えを よ り深 め られるよ うに,様 々な活用 の しか たを考 える。

・T1 ,T2に よる分担読 み ・資料 の分断 ・紙芝居型式

●具体物 の掲 示 を効果的 に活用す る。

・実物 の掲 示 ・ペープサー トの表情 の変化 ・BGMや 小道 具を用 いた場面 の再現

●教師 が感動 で きる資料 を選ぶ。

自他の考えを尊重する話 し合い活動の工夫
●児童 が 自分 の考 えを まとめるために必要 な時間を確 保す る。

●動作化 や役割演技 をす ることにより,よ り共感 で きるようにす る。

●友達 の考 え と自分 の考 えの同 じところや違 うところ に気付 かせ,認 め合 う。

・ワー クシー トの交換 と意 見の交換

●小 グループや討議形式 に よる話 し合 いをす る。

●一 人一人 の考 えを明確 に しての話 し合 いをす る。

・自分の考 えを表現す るための工夫(カ ラー コー ンの使用
,座 席 の移動)

・ワークシー トの活用 ・対面形式

●他 の教 師等 との協力的 な指導 によ り,教 師 と児童,児 童同士 のかかわ りを豊 かに し,

一人一 人 の考 えを きめ細 やかに取 り上 げ る
。

学習段階や事前 ・事後の工夫

ら他 の教育活動 や他教 科 との関連 を考え る。

・体験 を生 かすための,よ り具体的な学級 におけ る指導計画 の作成

・友達 のよい ところ見っ けや優 しい心見 っ けな ど
,日 常生活 とのかかわ りを重視

・グループエ ンカウ ンターによる他者理解 の活動

●児童の実態 や発達段 階 に合わせて,年 間指導計画 の作成 をす る。

●教 師が,視 点 の柔軟 さ,授 業 に対 す る情熱 を もちっづけ る。

●実 態が把握 で きるよ うな調査 をす る。

・ア ンケー ト ・行動観察

● ワークシー トや道徳 ノー トに,教 師が共感 的な コメ ン トを記入す る。

●生 活の 中で さらに体験 を積 み重 ね,実 践力 を高 めてい く働 きかけをす る。

・実 践で きた ことへ の賞賛 ・児童 が認 め合 う場 の設定
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4実 践事例(第3学 年)

{D主 題名 本 当の友達 とは2-(3)

資料名 赤 いお守 り(文 渓堂)

{2)ね らい 友達 の ことを理解 し,助 け合 いなが ら友情 を深 めよ うとす る心情 を育 て る。

(3>展 開

学 習 活 動 主 な発問 と予想 される児童 の反応 留 意 点

導i1.友 達 につ い て想

入 起 す る。

○ 自分 に と って大 切 な友達 が い ます か。

・た くさん い る。 ・親 友が いる。

展

開i

∫
2.資 料 「赤 いお守1① 美雪にそろばんの練習を励 まされたとき,千 春は ど}・2人 は,う

り」を読ん で話

し合 う。

卜題3
.今 まで の経 験 を

振 り返 る。

う思 った で しょう。

・あ りが と う
。 ・や さ しい な。 ・友達 って い いな。

(補助 発 問:2入 は どうい う友達 なので しょう。)

}・ 息 が合 う友達 。 ・う らや ま しが られ るよ うな友 達

② 美 雪 に宿 題 を見 せ て もらえ なか った とき,千 春 は ど

う思 った で しょ う。

⑦2人 組 の役 割演 技 ・役割 交代

・千春 役:「 見 せ て くれ た って いいで しょ
。」

・美雪 役:「 だめ。 自分 が悪 いんで し ょ。」

i・ 千春 役:「 友達 だ か らこそ見 せ てよ。」
・美雪 役:「 友達 だか らこそ ,見 せ られ な いわ。1

④ 役 割演 技 ・役割 交代

・美雪 が ,け ちだ と思 った。 ・千春 は,ず るい。

i◎ 役割 演技 の感 想

・千 春 は,自 分で や るべ き。 ・美雪 は,友 達思 いだ

③美 雪 か ら,手 紙 と赤 いお守 りを もら った とき,千 春
1は ど う思

った で しょう。(千 春 にな った つ も りで,

1美 雪に返事を書 いてみま しょう.)

・お守 りあ りが と う,検 定 がん ば るね。

・ こ の 前 は ,ご め ん な さ い 。

十

らやま しが

られるほど

仲がよか っ

た ことに気

付かせる。

☆1隣 の席 の

児童 と役割

を演技 をさ

せる。

・演技を した

児童か ら感

想を聞 く。

・見ていた児

童か ら感想

を聞 く。

☆2児 童同士

ワークシー

トを読 み合

う。

○友 達 は,い いな と思 うの は どん な と きです か。

・助 けて も らった と き。 ・一緒 に遊 ん だ とき。

十 一一一
1
☆3い い と こ

ろ見 っ け を

想起 させ る。

終

末

4.歌 を 歌 う 。 ○ 「友達はいいな」を歌 う。 ・実践への意

欲を促す。

(4)考 察

・全 員 が 行 う こ とに よ り,役 割 演 技 が 深 ま った。(☆1)

・ワ ー ク シー トを見 せ合 う こ とに よ り,違 う意 見 を認 め合 う こ とが で きた。(☆2)

・よ り身 近 な問 題 と して ,後 段 で 自分 を振 り返 る こ とが で きた。(☆3)
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皿 生命 を大切 にする心を育て る指導の工 夫(第3分 科会)

1分 科会 テーマ設 定の理 由

現代 の生活 は,物 が豊 富 にあふれ,便 利で快 適な生活 を追求 す るあ まり,自 分中心 の意識 に

な りやす くな ってい ると言え る。 さ らに,一 つの ものを最後 まで大切 にす る必要性 も薄れっ っ

あ り,そ れがひ いて は子 ど もたちの友達や動 植物を大切 にす る気持 ちを希 薄 に して いると言 っ

て も過言 ではないだ ろう。

生 命 の大切 さにっいて は,「 人 の命 は大切 な もの」「生 き物 を大切 に しよ う」 な ど,単 なる知

識 と してだけ知 ってい る子 ど もが多 く見 られ る現状 があ る。 自然界 には人 間 は もちろん動物 や

植物 な ど生命 のあ るものが数 限 りな く存在 し,そ の生命 はかけがえのない ものであ る。 それ ら

の生 命 の不思議 さ,か けがえのな さを子 どもたち 自身 が深 く受 け止 め ることにより,自 分 は も

ちろん,他 の人 や生 き物 の生 命を大切 に してい こうとす る心 が育っ と考 えた。

また,第3分 科会 で は,道 徳部 会の全体主題 「一人一人 の児童 の心 に響 く道徳授業」を受 け,

心 に響 くとは,児 童一人一人 が心 を動 かす ことであ ると考 えた。子 どもたち は,日 常 の生活 の

様 々な場面 の中で多 くの ことを感 じ,考 え,心 を動 か してい る。特 に,そ の心 の動 きは子 ど も

たち自身 が何 かを体験 したときに,よ り大 き くな る。 だか らこそ,道 徳 の授業 にお いて も積極

的 に体験活動 を生 か して い くことが大切 なのであ る。なぜな ら,体 験 というものは第三者 によっ

て教 え られた り与 え られ た りす る もので はな く,自 分 自身 に もっとも直接 的 に響 くものだ と考

えたか らで あ る。

そ して,子 ど もたちの心 の動 きと 「生命尊重」 の道徳的価値 が結 びっ いて いった とき,生 命

を大 切 に してい こうとす る道徳 的心情 が育 ち,道 徳 的実践力 も身 に付 いてい くもの と考 え,本

分科 会の主題 を設定 した。

2児 童の実態調査 ・分析

(1)調 査 目的

「自然 や崇高 な もの とのかかわ り」 に関す る児童 の実態 と意識 の傾 向を把握 す る こ とに よ

り,指 導 の重 点の設定,資 料 の選択,指 導法 の工夫 などに役立 てる。

(2)調 査方 法

「自然 や崇高 な もの とのかかわ り」 に関す る設 問を7項 目用意 し,選 択 肢 と記 述式 に よ る

質問紙調査 を行 った。 質問内容 は全学年共通 と した。

調査対象 は,東 京都公立学校児童(6校1～6学 年,計402名,6月 実施)で ある。

(3)結 果 と考察

設 問1と 設 問2は,児 童 の自然 との関わ りの有無 と意識 を調査 した。 その結果,多 くの児

童 が虫 を捕 まえた り,草 花で遊 んだ り,木 の実や セ ミの抜 け殻 な どを見っ けた りした体験 を

して いることが分か った。 また,未 体験の児童 もしてみ たいとい う気持 ちを もってい るこ と

か ら,自 然 に対す る関心度 も高 い ことが明 らか にな った。
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○設 問3と 設 問4は,動 植物 を飼育栽培す る体験 と意識 を調査 した。 その結果,今 までに家 で

飼育栽培 した ことのあ る児童 は,8割 近 くいることが分 か った。 そ して,そ の体験 のあ る児童

は,動 植物 に対 す る優 しい心 を もって いることも考察 された。一方,体 験 のない児童 は,住 宅

事情等で で きな い場 合 もあるが,半 数以上 は,飼 育栽培 に関心 を もっていない ことが分 か る。

そ こで,学 校 で飼育栽 培す る等 の場 を設定 し,体 験活動 をさせ る ことによ り,関 心 を もって い

ない児童 も動植物 を愛 す る心 を もっ ことがで きるのではないだろ うか。

○設 問5と 設 問6は,動 物 の生 と死 に対 す る体験 と意識 を調査 した。 その結果,死 に立 ち会 っ

た体験 に比 べて,生 に立 ち会 った体験 は少 ない ことが分 か った。(図1,図3)し か し,ど ち

らの場合 も動物 の死 や生 によって心 を動 か されてい る児童が多 い ことが分か る。(図2 ,図4)

これ らの貴重 な体験 を生 か し,生 きる尊 さを感 じとらせ ていきたい と考え る。

5一 ① 飼 って い た動 物 が,死 ん だ ことが あ ります か。5一 ②(体 験 の あ る児 童 対 象)そ の 時 ,ど ん な気 持

(図1)ち にな り ま した か。(図2)

65 30

1

四 る

囮 い
94% 6°0

口 悲 しい気持 ちや さ

み しい気持 ち

0%20%90%60%80%100% 0%20%40%60%80%100%

6一 ① 動 物 の 赤 ち ゃん が生 ま れ る と こ ろ を 見 た こ と6-2(体 験 の あ る 児 童 を 対 象)そ の 時 ,ど う感 じ

が あ りま す か。(図3)ま したか 。(図4)

鰯 譲 灘
.一_L_L

ono

囮
20%40%60%80%100%

麗鑑 奪説 歪思1

齪何とも感、なか。1
た

0%20%・90%60%80%100%

○設 問7は,美 しい もの,崇 高 な もの との関 わ りに関す る意識 を調査 した。 その結果,多 くの

児童 が芸術作品 や自然 の美 しさ,人 の生 き方 に感動す る心 を もって いることが分か った。

特 に,人 の生 き方で は,サ ッカーや野球選手 などの スポーッ選手 の生 き方 に感動 した り,身

近 な祖父母 を尊敬 した りす る児童が多 いこと も明 らか にな った。
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3指 導方法 の工夫

(1)体 験 活動 を生かす学習過程 のあ り方

児童 に体験活動 か ら得 られ た各 自の体験 をで きるだ け多 く語 らせ ることや,与 え られた資料

を自分 の体験 になぞ らえて考え させ ることで,ね らい とす る道徳 的価値 をよ り深 く見っ める こ

とがで きるので はな いか と考 え,次 のよ うな学 習過 程を設定 した。

児童の活動 指導上の留意点

導 ・体験 を ほ り起 こす。 ・一人一人の体験を思い起 こさせ る題材の提示

入 実物 日記 観察 ノー ト 写真 ビデオ等

・資 料 を もとに考 え , ・話 し合 いの工夫

話 し合 う。 *体 験を想起 させ るような発問

前 *切 りかえ しを して視点を変える。

*動 作化*役 割演技

展
*グ ル ー プで の話 し合 い

*書 く作業 を取 り入れる。

段 *ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー の 活 用

騰 瓢 齢際 響 の体験を深網

・か けが えの な い生 命 につ い て ・発問の工夫

の自覚 を深める。 育てたい児童像 にせ まれるようにするために。

後 *低 学年 一生 きている喜びを感 じられるよ うな発問

*中 学年 一自分の生命の尊 さを感 じられ るような発

開 問
*高 学年一自他 の生命の尊 さを感 じられるよ うな発

段 問
・自己の内面 を振 り返 り,見 っめる時間の確保

1
(書 く作業や グループでの話 し合いを通 して)

終

末

・生命を大切 に しようとする気

持 ちを持っ。

・その気持 ちを具体 的 に表現 させ る。

歌 ・詩 ・格 言等
・ゲ ス トテ ィーチ ャーや教 師 の説 話

(21体 験活動 を生かす指導計画の工夫

道徳 の時間 をかなあ と して,他 の教科 や領域,行 事 におけ る体験活動 と結 びっけた指導計画

を立 て る。

・組 み合 わせや時期の工夫の例

*生 活科(朝 顔 の栽培,春 夏)一 道徳 一 生活科(チ ュー リップの栽培,秋 冬)

*道 徳 特別活動 ・総合的 な学習(ア イマス ク体験,ボ ランテ ィア体験)

*社 会(環 境問題)一 道徳 特別活動(清 掃活動)

(3)体 験活 動を生かす資料の選択の工夫

体験活動 をふ まえて,そ の時の体験 を深 め られ る資料 を選択す る。

低学年 一動植物 の成長 などの身近 な題材 で,生 きてい る喜 びを感 じさせ る資料

中学年 一体験 に関連 のある題材で,自 分の生命の尊 さに気づかせ る資料

高学年 一体験 を もとに,自 他の生命 の尊 さを深 く考え させ る資料

道徳
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4実 践事例(第1学 年)

(1)主 題名 不思議 だな3一 ②生命尊重

資料名 ふ しぎな たね(文 渓堂)

(2)ね らい

生 きてい ることの素 晴 らしさに気付 き,

て る。

(3)「 他教科等 との関連」

国

みっ けた みつ けた

うたにあわせ て あい うえお みんなで あいさっ

ぶ らん こ はなのみち だれに あえ るか な

と りと なかよ し はなが さいたよ くじらぐも

ず うっと ず っと,大 す きだよ

ど うぶっ の 赤 ち ゃん きりかぶ の 赤 ち ゃん

生命 あ るものを大切 に しよ うとす る気持 ちを育

》

目

指

す

児

童

像

生

き

て

い

る

こ

と

を

素

直

に

喜

べ

る

子

(4)展 開

学習活動 主 な発 問 と予想 され る児童 の反応 指導上の留意点

導

入

1.朝 顔 の 栽 培 の

体 験 につ いて,発

表 す る。

○みん なで朝顔 を育て た時の こ とを思

い出 して,発 表 しま しょう。

○種 等の絵 を用意 し,提

示 す る。

2.資 料 「ふ し ぎ

な たね 」 を読 ん で

①土 の中にい る時,朝 顔 はどん な気持

ちだ ったで しょう。

○ 朝顔 の気持 ちを考 えて

い くことで,よ り一層生
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展

[話 し合 う。

開

・早 く芽 が で な いか な。

・毎 日 ,お 水 を あ りが と う。

② 芽 が 出 た時,朝 顔 はどん な気持 ちだ っ

たで し ょ う。

。や っ と外 にで られ た。

・気 持 ちが い い な。

・うれ しい な。

1命 ある もの を大切 に しよ
う とす る気 持 ち を 深 め てi

い く。

1③ 大 きな花 を咲 かせ た朝顔 は,ど ん な.○ 朝顔 と子 ど もに な って

:気 持 ちで し ょ う。

・毎 日お世 話 を して くれ て ,あ りが

と う。

・お水 を も ら って うれ しか った よ。

」 や 。 と,咲 い て,よ か 。た な。

。 き れ い で ,う れ し い な 。

____

3,国 語 の時 間 に10み ん なが書 いた ・朝顔 への手紙 、 ♂ ○ 手紙 を紹介する、とで,

i役 割演技 をす る。
○小道具(お 面)を 活 用

す る ことによ り,朝 顔 の

1気 持 ちになれ るよ うに工

・夫す る。

○朝顔 の感謝 の気持 ちと,

げ 生 きていてよか ったo-

}と い う気持 ちを感 じ取 ら
せ る。

書 い た 「朝 顔 へ の

手 紙 」 を 聞 く。

4.生 きて い る こ

とを素 直に喜 び合1素 晴 らしいな とか,う れ しいな とか,

う 。

読 み ます。

○ 朝 顔 の よ う に,み ん な も生 きて いて,

一一_
終5 .歌 を 歌 う。

末1

よか っ た な とか 感 じるの は,ど ん な 時

で す か 。

・お い しい もの を食 べ た時

・お友 達 と遊 ん で い る時

自分た ち も朝顔を大 切 に

して いるんだ とい う思 い

を深あ させ る。

○ 感 じたまま,思 った ま

まを 自由に表現 させ る。

10み ん なで 「手 の ひ らを太 陽 に」 を歌10思 い を具 体 的 に 表 現 さ

1い ま し ょ うな1せ る。

一
(5)考 察

・導入 に時間 をか けた ことは,多 くの児 童 にそれぞれの体験 を活発 に発表 させ,ね らい と

す る価値 にせ まる上 で有効であ った。

・他教科 との関連 を考慮 しなが ら指導計 画 を作成 した ことは,体 験 活動 を十分 に生 か し,

道徳的価値 の 自覚 を一 層深 めて い く上 で有効であ った。

・朝顔 の栽培 という,生 活 に密着 した資料 を選択 したことは,自 らの体験 と重ね合わせて,

思 いを深 めた り,広 げた りす る上で有効で あ った。 また,役 割演技 に取 り組 む際 にも,

朝顔,子 ど もの両 者 の思 いに 自分 をなぞ らえやす いとい う点が有効 であ った。

・自己の内面 を振 り返 る時間 を確保す るためには,書 く活動 や,グ ループでの話 し合 い等

の時間を設 定す る ことも必要 であ った。
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IV人 とのかかわ りを大 切 に し,郷 土を愛する心 を育 てる指導 の工夫(第4分 科会)

1分 科会 テーマ設 定の理由

今回 の学習指導要領 の改訂 で は,低 学年 の4の(4>と して 「郷土 の文化 や生活 に親 しみ,愛

着 を もつ」 が加 え られた。 これは学校週5日 制 の完全実施 によ り地域社会で生活す る時 間が

増 え る ことや,生 活科 との関連 を重視す ることなどを踏 まえて学 校,家 庭,地 域社会 がよ り

一 体 とな って道徳教育 を充実 させ るために設定 された もので ある
。

児童 に とって郷土 とは 「生活 の場」 であ ると同時 に,人 間形 成 に大 きな影響 を与 え,生 涯

にわ た って 「心 のふ るさと」 として精神的 な支 え ともなって い くもので ある。 そ うした郷 土

意 識 を育 ててい くために は,郷 土 の 自然 や文化 に触れ た り,郷 土の行事 などに参加 した り し

て,児 童が郷土へ の親 しみを もつ ことが大切 である。 その中で,郷 土 の人 々 との心 の触 れ合

う交流 をよ り豊か にす ることによ って,郷 土へ の愛着が いっそ う深 まっていくもの と考える。

人間同士の連帯感 や思 いや りが薄 れ,郷 土 の自然や文化への関心 が失われ よ うと してい る

今 日,郷 土 へ の積極的で主体的 なかか わ りを通 して郷土を愛す る心 を育て,さ らに,郷 土 を

よ りよ くして いこ うとす る態度 を育成す る ことが大切であ ると考 え本主題 を設 定 した。

なお,学 年 の発達段階 に応 じて指導の重点 を次の ように定 めた。

低学年 …郷土 の人 々や文化 ・生 活 に親 しみ,愛 着 を もって生活 で きるよ うにす る。

(郷 土 に親 しむ)

中学年 …郷土 と積極 的 にかかわ り,郷 土 の文化 や伝統 を大切 に しよ うとす る。

(郷土 を大切 にす る)

高学年…郷土 の発展 に尽 くして きた人 々の努力 を知 り,郷 土 の文化 や伝統 を受 け継 ぎ発

展 させてい こうとす る自覚 が もて るよ うにす る。(よ りよい郷土 をっ くる)

2児 童の実態調査 ・分析

(1)調 査 目的

児童 が 自分 の郷土 やそ こに住 んでいる人 とどのよ うにかかわ って いるのか,ま た郷土 に対

して どの よ うな意識 を もってい るかなどを調査 し,今 後 の指導 に役立て る。

(2)調 査方 法

都 内6校 の第1学 年か ら第6学 年 の児童2,067名 を対象 と し,一 部 自由記述 を含 む選 択 肢

法 に よる質問紙調査 を行 った。 内容 は全学年共通 と した。

(3)結 果 と考察

設 問1あ なたは,近 所 の方 にあいさつを していますか。

0 20 40 60

C%)

80100

1・2年

3・4年

41.8

%ii≡
'

'

,

馳

・・6年睡 唖 §

Dい つ もする

國 ときどきす る

口 あま りしない

目 しない

郷 土 の 人 との か か わ りを調 べ る

た あ に あ い さ っ を 取 り上 げ た 。

「いっ もす る」 と 「と き ど きす る」

を合 わ せ る と80%を 越 え,あ い さ

っ を して い る児 童 が 多 い こ とが わ

か った。 しか し低 学 年 を 除 く と,

「と き ど きす る」 が 「い っ もす る」

を上 回 って お り,自 分 か ら進 ん で

人 とか か わ ろ う とす る意 識 が や や

低 い の で は な い か と考 え られ る。
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設問2:自 分が住 む地域 について,あ なたは どう思 っていますか。

0 20 40 60

(%>

80100

1・2年

3・4年

鶴 好 き

Z好 きて はな い

[】 わか らな い

…年騰 簗 灘 携28・

郷土 に対す る意識 を調べ るため

に 「地域 につ いての思 い」 を調 査

した。 多 くの児童が,自 分 か住 ん

て いる地域 につ いて 「好 き」 とい

う思 いを もって いる。学年 が上 が

るにっれ 「分か らない」 と答 え る

児童か増えて いるが,こ れ は地域

に対す る意識が広か り,他 と比 較

して考えた り,自 分 の住 む地域 の

中 の好 ま しくない面 が見 えて きた

りす るためではないか と思われる。

1設 問3:住 んでい る地域 の好 きな ところは どこですか。1

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

(人)

祭り 公園な 店 図書館 児童館 子供会 町の人
との遊 の行事 たち

び場所

郷土へ の愛着 を何 を通 して感 じ

ているか を調べ るために 「地域 の

好 きな ところ」 を調査 した。 地域

の好 きな ところ と して 「祭 り」 を

あげ る児童 が最 も多 か った。 地域

の大 きな行事 であ る 「祭 り」 を大

変楽 しみに してい ることがわか っ

た。「町の人 たち」「こども会 の行

、麟 、 事」 など・人 とのかか わ りが ある
項 目がやや少 なか った。

1設 問4:こ れか ら自分の住んで いる地域 をどんな町 に して いきた いですか。1

一一◇ 自然環境面 か ら

・ごみのないきれいな町 ・緑(自 然)が 多い町 ・水や空気がきれいな町 ・花いっぱいの町

・生 き物が い っぱいい る町 ・探検場所 があ る町 ・虫取 りや雪合戦がで きる町

一1

「一 ◇ 施 設 環 境 面 か ら

・公 園 ,学 校,

・動 物 園 ,

一,

店 をふや したい ・ボールが使 え る広 い遊 び場 がほ しい

植物園 があ る町 ・児童館 がい っぱいある町 ・博物館,図 書館 を多 く したい

一 ◇人 とのかかわ りか ら ・

・みん な仲良 く暮 らす町 ・お年寄 りに親切 な町 ・祭 りをた くさん や って ほ しい

・子 どもが多 い町 ・みんなが助 け合 う町 ・笑顔のあふれる町 ・友達がいっぱいで きる町

・体 の不 自由な人 も安全 に暮 らせ る町 ・大 人 も子 どもも気軽 に話 がで きるように したい

こ の調 査 か ら,児 童 は 自分 た ちの郷 土 を よ り よ く して い きた い と い う願 いを 強 くも っ て い る

こ と が わ か った。 そ の 願 い を,こ れ か ら 「自分 た ち にで き る こ と はな い か」 と い う実 践 意 欲 に

っ な げ て い きた い。
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3研 究 の視 点 と指導方法の工夫

道徳 の時間 は,各 教 科 ・特別活動 ・総合的な学 習の時間な どで児童 が経験 し道徳 的な行 為 を

補充 ・深化 ・統 合す る もので ある。 そ こで,道 徳授業 の中に児童 の様 々な体験 を生 か してい く

とと もに,郷 土 を愛 す る心 を育 て るため には家庭 や地域 との協力 を図 り,授 業 に郷土 の ことを

取 り入 れてい くことが大 切であ ると考えた。 「事前」「授業」「事後」 のそれぞれの学 習過程で,

次 の二っ の視点 か ら指導方 法を工夫 してい くことに した。

(1)各 教科 ・領域 との関連 を図 り,道 徳授業 に 「体験」 を生かす

① 道徳教育 のかなめ と しての 「道徳 の時間」 を充実 させ る。

ア 各教科 ・領域 と道徳 の時間 との関連 を明 らか にす る。

「郷土 を愛 す る心」 を育 て るための関連 図を作成 し,年 間の見通 しを立 て る。

イ 「道徳 の時 間」 か らの広が りを図 る。

「事前 と事後 の指導」 も含めた道徳 の時 間の指導計画 を立 てる。

② 道 徳授 業 に体験 を生かす

ア 体験→ 道徳授業

各教科 や領域 の中で の体験 を もとに,道 徳の時間の中で改 めて 自己を見 っめ ることが

で きるようにす る。

イ 道徳授業→ 体験

道徳 の時間の中で身 に付い た道徳 的実践力 を,日 常 の生活 や各教科 ・領域 の学習 の 中

で実践 で きるよ うにす る。

ウ 道徳授業 に体験 を取 り入 れ る

道徳 の時間 の中で体験活動 を行 い資料 や道徳的価値 に迫 ることがで きるよ うにす る。

(2)家 庭 ・地域 とのかかわ りを深 め,道 徳授業 に 「郷土」 を生かす。

① 地域 にある自然 や文化財 ・様 々な施設 を活用す る。

ア 道 徳授業の 中で資料 として生かす。

イ 各教科 ・領域 との関連で,事 前事後の指導 に生 かす。

② 家庭 や地 域 と共 に道徳授業 をっ くる

ア 授業 につなが る形での直接的な協 力

・地域 の人 たちの活動 や体験 な どの資料 化 ・地域 の人 たちの授業 への参加

イ 事前 ・事 後の指導 での間接 的な協力

・実態調査 への協 力 ・地域行事 への参加

郷土を愛する心

圃 回
家庭 ・地域

人材

素材
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4各 教科と道徳の時間との関連図(年 間計画) ★ は指導の工夫

神社祭礼

日曜参観

PTAバ ザー

花火大会

各町会行事

トライアスロン

区民 まつ り

○○小まつ り

他の教育活動(☆ 教科

☆○遠足 ○ ヒマワリタイム(縦 割 り班活動)

☆社会 「くらしとゴミ」

道徳 「お母 さんの足の親指」4-(3)(家 族愛)

道 徳 「かべ につ けた手 のあ と」4-(4)(愛 校心)

○児童集会 「すみだ音頭」

☆○運動会 「郷土芸能すみだ音頭」

○全校歩 く会

○折 り紙の壁画作り ☆社会 「荒川放水路」

☆音楽会 ○お年寄 りを招待

道徳 「祭 りだいこ」4-(5)(郷 土愛)

・郷土の行事 を受 け継 いで きた人 々の思 いを知 り,郷 土 の文化 と

伝統を大切 に しようとす る心情 を育てる。

★ゲス トテ ィーチャーの活用

ふれあい活動 ○昔の遊び大会

国技館5000人 の 道徳 「響 け歓喜の歌」4-(5)(郷 土愛)

第九 コンサー ト

・町 が きれ い にな っ

たね。

・神 輿 をか っ いで,

楽 しか った。

・この花 火大 会 は,

昔 か ら続 いて い る

ん だね。

・踊 って楽 しか った。

・太鼓 が上 手 に演 奏

で きた よ。

・町 の人 も大勢 参 加

して いた ね。

・た くさん の人 々 の

努 力で 伝 え られ て

きたん だ な。

・5000人 の第 九 コ ン

サ ー トを歌 い継 い

で い こ う。

5実 践事 例(第4学 年)

(1>主 題名 受 けっ ぐ郷土 の文化(内 容項 目4-(5)郷 土愛)

資料名 「祭 りだ いこ」(学 研)

(2)ね らい

郷 土 の行事 を受 け継 いで きた人 々の思 いを知 り,郷 土 の文化 と伝統 を大切 に しよ うとす

る心情 を育 てる。

(3)主 題 にせ まるための工夫

事 前 授 業 事 後

体験を

生かす

・運動会

表現活動
・音楽会

「八木節」

A(体 験を振 り返 る活動の工夫)
・写真掲示 による導入～祭 りの体験を想起 させ る。

B(体 験を生か した表現活動 の工夫)
・ワークシー トの活用～事前の体験 を生かせるよ

うな表現ができるようにす る。

C(授 業 の中に体験活動 を取 り入れる工夫)
・郷土 の踊 りを踊 ることによ りね らいにせ まる。

・社会科

「郷土 の開発」
・ふれあい活動

「伝承遊 び大会」

・音楽科

「歓喜の歌」

郷土を

生かす

・生活体験 と

素材調査
・実態調査

E(地 域教材を生かす工夫)郷 土芸能を取り上げる。

D(家 庭や地域の力を生かす工夫)
・ゲストティーチャーの活用

・学 級 だ よ りや道 徳

ノー トの活 用。

・ふ れあ い活動
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(4)展 開 (Aか らEは 主題 にせ まるための工夫 を表す)

学習活動 ・発問と予想 され る児童の反応

1.写 真 を見 て,祭 りの様子 を思 い起 こす。

○ 祭 りで どん な ことを しま したか。
・神 輿 を かっ い だ り山車 を引 いた り した。
・お はや しを した。

2.資 料 「祭 りだ い こ」 を読 み,良 子 の気 持 ちにつ いて考 え る。

○ お父 さん か ら,お はや しを して みな いか と言 われた良 子 は ど

う思 ったか。
・女 の子 は ,今 まで あ ま り して いな いの に。
・一 人 で は ,恥 ずか しい。
・お父 さん もお じい さん も したの な ら,私 も して みよ うか な。

◎ 練 習 を始 め てか ら,一 生 懸命 に教 え て くれ る人 や,ま わ りの

人 たちの言 葉 を聞 いて良 子 はどん な こ とを思 ったか。

・難 しい。 や っぱ り しな けれ ば よか った。

・自分 た ち のた めに ,こ ん な にみん なが一生 懸命 教 えて くれ るの

で練 習 を しよ う。
・村 じ ゅうの人 が ,夏 祭 りを楽 しみ に待 って い るん だな。

○ 祭 りの 日,山 車 の上 で見物 の人 の顔 を見 た とき,良 子 は どん1

な こ とを思 ったか。

・お はや しを続 けた い。2年 後 に は妹 も一緒 に しよ う。
・太 鼓 を た たい て祭 りを盛 り上 げ られ て よか ったな。

・村 の人 た ち に喜 ん で もらえ る って うれ しい。

3.町 会 や地 域 の人 が準 備 を して くれ る,町 の行事 を話 し合 う。

○ 自分 た ちの町 の行事 に は,ど ん な ものが あ りますか。 ま た,

それ に対 して ど う思 い ます か。

・神社 の お祭 り。 これ か らも続 くとい いな。
・夏休 み の ど しょうっ か み大 会。準 備 が大 変 だ ろ うな。

・ク リー ン作戦 。 きれ い にな って気 持 ちいい。 また参加 した い。
・盆踊 り。 これか らもず っ と踊 り,伝 え たい。

4.ゲ ス トテ ィーチ ャーの話 を聞 いた り,一 緒 に踊 った りす る。

○ 墨 田の町 に続 いて い る行 事 や郷土 芸 能 を踊 り継 いで い る こと

を教 えて くだ さい。

・郷土 芸能 をみ んな で踊 る。 和太鼓 も踊 りに合 わせ て たた く。

指導上の留意点

・神輿を担 いだり山車 を

引いたりした体験 を想

起 させる。→A
・資料への導入 をはか る

祭 りの お はや しを流 し

臨場 感 を高 め る。
・迷 ってい る良 子 の気 持

ちを考 え,共 感 で き る

よ うにす る。

・まわ りの人 た ちの気 持

ちを考 え させ る。

・練 習 を しな が らの良 子

の思 いの変化 に,気 づ

かせ る。

・祭 りの 日に,山 車 の上

で太 鼓 を たた く良 子 の

思 い を ワー ク シー トを

活用 して考 え させ る。

m

i・ 行事 に人 々が どの よ う

な気 持 ちで か かわ って

い るか を お さえ る。

・保護 者 の ア ンケ ー トも

活用 す る。 →E

・踊 り継 いで きた思 い を

話 して いた だ く。

→E

。心 を こあて一緒 に踊 る。

→C→D

(5)考 察

① 体験 を生 か した指導 の工夫 につ いて

・学級 の全員が地域の 「祭 り」 に参加 したという共通の体験 を して いるが,振 り返 る活動

で,気 持 ちの掘 り起 こ しが不足で あ ったため,体 験 が十分 に生 か され なか った。

・授業 の中 に体験 活動 を取 り入れ たこ とは,地 域の文化を身 近 にと らえ有効で あ った。

② 郷土 を生 か した指導 の工夫 につ いて

・地域 の行事 や郷土芸能 を受 け継 いで,長 い間かかわ って こ られ たゲス トテ ィーチ ャーの

話 は効 果的で,授 業 のね らいに適 した活用がで きた。

・郷土 に根 付 いて いる,ゲ ス トテ ィーチ ャーのお話 を資料 と して活用 して いきたい。
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◇研究 の成果 と今後 の課題

研究主題 「一人一 人の児童の心 に響 く道徳授業」 を 目指 して4っ の分科会 を構成 し,具 体 的

な授業実践 を通 して研 究をすすあて きた。 その結果,各 分科会 ごとに次 の点が明 らかになった。

1研 究 の成果

○第1分 科会

・展開後段 で書 くとい う表 現活動 を取 り入 れた ことによ り,児 童 は集 中 して 自己を見 っ め

直 す ことがで き,そ の一 人一 人の感 じ方 ・考 え方 を個別指導 にっ なげ ることがで きた。

・道徳 の授業 内容 を保護者 に知 らせた り,授 業 に参加 して もらった りす ることは,自 分 ら

しい生 き方 を育 む うえで有効 であ ることがわか った。

○第2分 科会

・体験 を生 か した授業 は,児 童 が心 をゆ さぶ られ,主 体的 に考 え,意 欲的 に取 り組 む こ と

に効果的 であ ることがわか った。

・資料 の活用 や開発,役 割演技 やT.T.に よる話 し合 い活動 の工夫 が,児 童 の考 え を よ り

深 あ ることに有効 で あることがわか った。

○第3分 科会

・授業 に体験活動 を生 かす ことで,よ り多 くの児童 の反応 を引 き出す こ とがで きることが

わか った。

・他教科 での体験活動 と道徳 の授業 を関連 させ ることによ り,道 徳的価値 をい っそ う深 め

られ ることがわか った。

○第4分 科会

・「各教科 ・領域 との関連図」 を作成 し,年 間 の見通 しを もって郷 土 に目を 向 け られ るよ

う計画 した ことで,授 業 の中 に体験 を有効 に生 かす ことがで き,価 値の深 まりがあった。

・地域 で実 際 に見っ けた人材 や素材 を教材化 した ことで,家 庭 ・地域 の協力 を得 ることが

で き,授 業 の中だ けでな く事前事後 の指導 に も郷土 を積極的 に生 かす ことがで きた。

2今 後 の課題

○第1分 科会

・児童 の心 を動 かすの に重要 な役割 を果 た したゲス トテ ィーチ ャーの参加 には,日 頃の交

流 を大切 に し,学 校全体 を通 して計画的 に位置付 けて い く方法 を工夫 してい きたい。

○ 第2分 科会

・様 々な体験 をよ り積極的 に道徳 の授業 に生かす ために,他 教科 での体験活動 と道徳 の時

間 との関連 を指導計画 や学習過程 の中 に しっか りと位置づ けて い く必要 が ある。

○ 第3分 科会

・児童 に生 きてい ることや生命 の大切 さにっ いて実感 させ る ことは難 しく,学 年 の発達 段

階 に応 じて生命尊重 の道徳 的価値 を教 える ことが必要で ある。

○第4分 科会

・児童 が地域 の人 とかかわ り郷土 を愛す る心 を深 めて い くためには,道 徳授業 の事前事 後

の指導 を含 めて,家 庭 や地域 との連携 をよ り深 めてい く方法 を工夫 して いきたい。

一24一


